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湧
水
の
大
切
さ
を
未
来
に
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
南
側
の
火
口
原
（
平
坦
地
）

は
「
南な

ん

郷ご
う

谷だ
に

」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
こ
に

位
置
す
る
熊
本
県
の
高
森
町
は
宮
崎
県

の
高
千
穂
町
と
鉄
道
で
結
ば
れ
る
は
ず

だ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
に
よ
る

出
水
事
故
で
周
辺
の
湧
水
が
枯
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
に
配
水
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
直
し
た
高
森
町
を
訪
ね
た
。

つ
く
り
直
さ
れ
た
配
水
シ
ス
テ
ム

【阿蘇・南郷谷】
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1「高森湧水トンネル公園」の入り口付近 2トンネル工事で水が枯れ、今は湧水トンネルの水を引いている「角の宮（つのみや）
水源」 3工事後に農業用水の溜池として整備された「別所の堤」 4トンネルの奥に設置されている「ウォーターパール」。特殊ス
トロボを利用した湧水のアトラクションだ 5出水事故当時のモノクロ写真。高森湧水トンネル公園の上にある「湧水館」で見るこ
とができる 6高森町役場建設課の山田耕生さん。故郷を離れ隣県で過ごした学生時代に高森の水のおいしさに気づいたと話す
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3
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公
園
の
な
か
に
あ
る

不
思
議
な
ト
ン
ネ
ル

　

大
分
県
、
宮
崎
県
と
隣
接
し
、
阿
蘇

五
岳
と
南
外
輪
山
の
間
に
位
置
す
る
高

森
町
。
Ｊ
Ｒ
豊ほ
う

肥ひ

本
線
の
立た

て

野の

駅
か
ら

東
南
へ
向
か
う
南
阿
蘇
鉄
道
の
終
点
が

高
森
駅
で
、
白
川
水
系
の
最
源
流
の
根ね

子こ

岳だ
け

を
望
む
こ
の
地
域
は
、「
南
阿
蘇
の

奥
座
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

高
森
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
と
こ
ろ
に

「
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
」
が
あ
る
。

噴
水
池
脇
の
遊
歩
道
を
進
む
と
、
ト
ン

ネ
ル
に
行
き
着
く
。
内
部
に
入
る
と
、

中
央
に
水
路
が
あ
り
水
が
流
れ
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
、
か
つ
て
鉄
道

用
に
掘
ら
れ
た
も
の
だ
。
旧
国
鉄
の
時

代
、
高
森
か
ら
宮
崎
県
の
高
千
穂
を
つ

な
ぐ
「
高
千
穂
線
」
が
計
画
さ
れ
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
中
に
大
量
の
出
水
が
あ

り
、
工
事
は
中
断
。
太
い
地
下
水
脈
が

破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
周
辺
の
住
民
は

断
水
の
被
害
に
遭
っ
た
。
最
終
的
に
は

工
事
自
体
が
中
止
に
な
っ
た
。

　

掘
り
進
め
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
入

口
か
ら
５
５
０
ｍ
部
分
と
出
口
周
辺
が

親
水
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
１
９
９

４
年
（
平
成
６
）
に
一
般
公
開
。
最
奥
に

あ
る
出
水
部
分
か
ら
流
れ
出
る
地
下
水

が
、
今
も
周
辺
の
民
家
や
農
地
を
潤
し

て
い
る
。

命
の
水
と
は

替
え
ら
れ
な
い

　

高
森
町
の
人
口
は
６
１
４
０
人
（
２

０
２
１
年
11
月
末
現
在
）。
高
森
町
役
場
建
設

課
水
道
係
長
の
山
田
耕こ
う

生せ
い

さ
ん
に
よ
れ

ば
、
町
営
の
水
道
に
よ
る
給
水
人
口
は

５
９
０
３
人
。
残
り
の
２
３
７
名
は
山

岳
部
の
集
落
で
湧
水
を
自
主
管
理
。
湧

水
ト
ン
ネ
ル
を
水
源
と
し
て
い
る
の
は

中
心
市
街
地
の
３
６
１
３
名
、
１
６
７

１
世
帯
と
の
こ
と
。

　

山
田
さ
ん
に
高
森
ト
ン
ネ
ル
出
水
事

故
の
経
緯
を
尋
ね
た
。

「
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
高
森
―
高

千
穂
間
の
鉄
道
工
事
認
可
が
下
り
、
日

本
鉄
道
建
設
公
団
（
以
下
、
鉄
道
公
団
）
が

全
長
６
４
８
０
ｍ
の
高
森
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
最
初
の
出
水

事
故
が
起
き
た
の
は
翌
年
で
、
大
き
め

の
水
脈
を
破
断
し
、
断
水
し
ま
し
た
。

給
水
車
を
出
し
、
出
水
し
た
坑
内
か
ら

水
を
運
ん
で
応
急
対
処
し
た
の
で
す
」

　

さ
ら
に
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）
２
月
、

大
元
の
水
脈
を
掘
り
崩
し
て
し
ま
う
。

８
カ
所
の
湧
水
が
枯
れ
、
そ
こ
を
水
源

と
し
て
い
た
町
営
の
簡
易
水
道
が
断
水
。

被
害
を
受
け
た
の
は
１
０
８
２
世
帯
、

３
４
５
０
人
。
飲
用
水
だ
け
で
な
く
農

業
用
水
も
枯
れ
た
。

　

現
在
で
は
、
地
下
水
流
動
を
綿
密
に

調
査
し
、
止
水
技
術
も
進
む
な
ど
、
地

下
水
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
施
工
さ

れ
て
い
る
が
、
当
時
は
掘
り
進
ん
で
み

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
住
民
か
ら
は
『
元
の
生
活
に
戻
し
て

ほ
し
い
』
と
切
実
な
要
望
書
が
事
あ
る

ご
と
に
出
ま
し
た
。
井
戸
を
試
掘
し
ま

し
た
が
新
た
な
水
脈
は
確
保
で
き
ま
せ

ん
。
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）
12
月
、
つ

い
に
鉄
道
工
事
は
中
止
に
。
坑
道
内
の

湧
水
を
揚
水
し
水
源
と
す
る
し
か
な
い
、

と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
す
」

　

高
森
―
高
千
穂
間
の
鉄
道
開
通
は
住

民
の
願
い
で
も
あ
っ
た
が
、
命
の
水
と

は
替
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

坑
道
か
ら
の
配
水
設
備
は
、
飲
用
水
、

農
業
用
水
と
も
に
鉄
道
公
団
の
負
担
で

建
設
。
補
償
交
渉
は
１
９
８
９
年
（
平

成
元
）
に
協
定
が
成
立
。
町
は
補
償
金

を
基
金
と
し
て
運
用
益
を
ポ
ン
プ
の
電

気
代
な
ど
に
充
て
た
。「
今
の
町
営
水
道

の
施
設
基
盤
は
当
時
の
も
の
で
す
」
と

山
田
さ
ん
は
言
う
。

　

ト
ン
ネ
ル
周
辺
で
枯
れ
た
湧
水
を
自

治
会
単
位
の
自
主
管
理
で
配
水
し
て
い

た
世
帯
は
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
を
水
源
と

す
る
町
営
管
理
に
な
る
と
使
用
量
に
応

じ
た
水
道
料
金
が
発
生
し
て
し
ま
う
。

「
使
っ
て
い
た
１
年
間
の
水
量
を
割
り

出
し
、
何
ト
ン
ま
で
は
水
道
料
金
無
料

と
い
う
補
償
契
約
を
世
帯
ご
と
に
結
び

ま
し
た
」
と
山
田
さ
ん
。
約
１
９
０
世

帯
と
の
補
償
契
約
は
現
在
も
続
く
。

ト
ン
ネ
ル
の
記
憶
を

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

　

高
森
ト
ン
ネ
ル
の
出
水
事
故
に
よ
る

35 つくり直された配水システム



7高森町には阿蘇の湧水を用いたしょうゆ蔵や酒蔵がある（写真は阿蘇マルキチ醤油） 8今も残る「水舟」。山から引いた水を沈澱させ、その上澄みを飲んでいた 9「湧水
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断
水
を
経
験
し
た
世
代
の
住
民
の
一
人
、

白
石
一
弘
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
大
変
で
し
た
。
湧
水
が
全
部
枯
れ
ち

ゃ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
い
っ
た
い
ど
う

や
っ
て
生
活
す
る
の
？ 

と
。
生
き
て

い
く
に
は
、
水
が
一
番
大
事
で
す
か
ら

ね
。
鉄
道
が
中
止
に
な
っ
た
の
で
道
路

が
整
備
さ
れ
、
以
前
は
高
千
穂
ま
で
２

時
間
か
か
り
ま
し
た
が
今
は
30
分
で
行

け
ま
す
」

　

白
石
さ
ん
は
元
町
役
場
の
職
員
で
水

事
情
に
も
く
わ
し
い
。
湧
水
ト
ン
ネ
ル

か
ら
揚
水
し
て
い
る
農
業
用
水
の
溜
池

を
案
内
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
高
森
町

の
市
街
地
を
歩
い
た
。
し
ょ
う
ゆ
蔵
や

酒
蔵
の
あ
る
ま
ち
か
ど
に
は
、
か
つ
て

の
「
水み
ず

舟ぶ
ね

」
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
出
水
事
故
よ
り
以
前
、
湧

水
か
ら
直
に
水
を
引
い
て
い
た
よ
す
が

を
伝
え
る
遺
構
だ
。
今
は
水
道
の
水
で

満
た
さ
れ
て
い
る
。

「
山
か
ら
引
い
た
水
は
火
山
灰
の
影
響

で
石
灰
質
や
砂
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、
水
舟
で
一
度
そ
れ
ら

を
沈
澱
さ
せ
、
上
澄
み
を
飲
用
水
に
し

て
い
ま
し
た
」
と
白
石
さ
ん
は
言
う
。

県
外
に
出
て
わ
か
っ
た

高
森
町
の
水
の
味

　

高
森
町
は
三
県
に
流
れ
る
川
の
上
流

地
域
で
、
分
水
嶺
が
３
つ
あ
る
。

「
白
川
は
熊
本
県
内
を
流
れ
有
明
海
へ
。

宮
崎
平
野
へ
流
れ
る
五ご

ヶか

瀬せ

川が
わ

の
上
流

が
川か
わ
ば
し
り
が
わ

走
川
。
そ
し
て
大
谷
川
は
大
分
湾

へ
注
ぐ
大
野
川
の
上
流
に
あ
た
り
ま
す
。

水
脈
が
異
な
る
と
成
分
も
味
も
微
妙
に

違
う
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
高
森
町
の

水
が
一
番
お
い
し
い
で
す
」
と
白
石
さ

ん
は
胸
を
張
る
。

　

実
は
、
白
石
さ
ん
も
山
田
さ
ん
も
、

高
森
町
を
離
れ
て
県
外
で
暮
ら
し
た
経

験
が
あ
る
。
山
田
さ
ん
は
「
た
ま
に
高

森
へ
帰
っ
て
く
る
と
『
あ
れ
、
水
っ
て

こ
ん
な
に
お
い
し
か
っ
た
っ
け
？
』
と

戸
惑
い
ま
し
た
し
、
コ
ン
ビ
ニ
や
自
販

機
で
水
を
買
う
意
味
も
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
笑
う
。

　

町
内
の
小
学
生
は
、
社
会
科
見
学
で

湧
水
ト
ン
ネ
ル
を
必
ず
一
度
は
訪
れ
る

と
い
う
。
生
き
る
の
に
必
要
な
の
は
ト

ン
ネ
ル
よ
り
も
水
―
―
そ
う
訴
え
た
先

人
た
ち
の
記
録
や
水
舟
に
代
表
さ
れ
る

こ
の
地
の
記
憶
の
継
承
が
、「
命
の
水
」

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

高
森
町
は
素
朴
な
味
わ
い
の
「
高
森

田
楽
」
や
炭
焼
き
地
鶏
が
有
名
で
、
ま

た
「
月
廻
り
公
園
」
か
ら
眺
め
る
阿
蘇

の
山
々
は
絶
景
だ
。
西
隣
の
南
阿
蘇
村

に
も
多
く
の
水
源
が
あ
る
の
で
、
過
去

の
経
緯
を
踏
ま
え
て
南
郷
谷
を
巡
り
、

水
の
味
の
違
い
を
体
感
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

（
２
０
２
１
年
11
月
７
日
、
12
月
14
日
取
材
）
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